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 令和2年5月21日（木）第8回「拓け！セ 

ンター元気」を八王子市芸術文化会館（い 

ちょうホール）で開催いたします。八王子 

センター元気全員が取り組んでいる大きな 

イベントで、登録していただいている技能 

ボランティア講師の演技・作品などを被

露・紹介する場です。 

 

 

 

 

 

センター元気の登録ボランティアは日頃、

特技・技能を高齢者施設・サロンをはじめ

シニアクラブ・町会・自治会・学童クラブ・

小中学校などで披露していますが、本イベ

ントでは、それらの施設関係者などにボラ

ンティア受け入れ時の参考にしていただく

事を狙いとして、登録ボランティアのパフ

ォーマンスを披露しています。普段目にす

ることが少ないパフォーマンスを観られる

のは、八王子センター元気のコーディネー

ターにとっても、コーディネート活動（ご

利用者様への紹介）の参考になり、また一 

 

 

 

 

 

 

 

般市民の方々にはセンター元気の活動を知

っていただく良い機会ともなります。舞台

では歌や踊り、楽器の演奏、マジックその

他いろいろなパフォーマンスを予定してい

ます。またセンター元気の技能養成講座を

終えた、修了生によるお手玉、健康音楽な

どの演技もお楽しみいただけます。ロビー

では作品展という形で、折り紙、ちぎり絵、

絵手紙、手芸なども展示しており、技能ボ

ランティアを目指している方々にも参考に

していただけると思います。 

 

 

 

 

 

舞台でのパフォーマンスや展示された作

品を心行くまで楽しんでいただけます様、

スタッフ一同、準備を進めております。ボ

ランティア活動に興味をお持ちの方や皆様

のお知り合いの方などもお誘い合せの上、

ご覧くださいますようご案内いたします。 

       大山 竹彦 記 

     ＊写真は昨年度撮影 

演目 出演者 演目 出演者 

大正琴 華音フラワーズさくらんぼ   筝曲 大場節子 

ギター 石戸谷 均 ウクレレ ウクレレクラブ TWO & TWO 

尺八おどり篠笛 きらきら星 津軽じょんがら節曲弾 庄子儀子 

マジック 八王子マジシャンズクラブ 健康音楽 健康音楽養成講座修了生 

秩父ダンス 多摩繭 マジック 小坂京子 

お手玉 お手玉養成講座修了生 オカリナ ppピアニッシモ 

腹話術 八王子腹話会（山本克己） 演武・居合道 若宮正璋 

日本舞踊 グループ錦 フラダンス ナレイ・プアメリア 
登録ボランティ

アの活動紹介 
元気スタッフ 合唱  来場者・出演者・スタッフ 

・第 8 回 拓け！センター元気 5 月 21 日（木）開場 12 時 開演 13 時～ 

・会場 八王子市芸術文化会館（いちょうホール）小ホール 

 

                                 

   
 

 

技能登録ボランティアのパフォーマンス紹介 

  

  

開催近づく 
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第 3回スキルアップ研修会を 1月 28日子安

市民センターで受講者 41 名を迎えて開催しま

した。昨年好評であった八王子市高齢者あんし

ん相談センター高尾の斎藤健一センター長に

「認知症の方へのやさしさを伝える接し方」につ

いて 

 

「立つ」の基本動作を大切にする：病院や介護

施設などで実践されているこの技法の学びを

深め、認知症の対応への更なるスキルアップ

の向上を目指したいものと考えています。 

                 若月 レイ子 記 

 
 

第 17 回シニア元気塾コーディネーター養成

講座は、受講者 30名を迎え 2月 6日より毎週木

曜日、連続全 6 回開催することでスタートしまし

た。新型コロナウイルスの影響が拡大する中、継

続するべきか難しい判断を迫られましたが結局

第 3回を持ちまして中止する事といたしました。 

 

第３回 傾聴初心者スキルアップ研修会を終えて 

 

第１７回  シニア元気塾コーディネーター養成講座 経過報告 

 

「認知症の方へのやさし

さを伝える接し方」につ

いての講演をいただき

今回も大好評でした。講

演内容について最も関

心があったのは 心があったのは「アンガーマネージメント」6 秒の

試練（怒りのピークは 6 秒）でした。●怒りがわい

たとき 6秒数える●母を介護していた時に知って

いたら怒りが違ったなど大変参考になったとのコ

メントがありました。また、認知症の人の世界は

“ゆったり、ゆっくり、緩やかな世界”であることを

理解し、話しかけに応じないとき、すぐ語りかけ

などせず“少し待つ”、そして反応を見て次の行

動に移るようにすることを学びました。グループワ

ークでは「日頃の思いを聞いてもらえる良い機会

であった」 

であった」「自分の体験してないことが聞けた」

「いろいろな悩みの中で、解決策や意見を聞け

て有意義であった」などの声が寄せられまし

た。受講者からは「傾聴が最高の介護サービス

である」との言葉に傾聴の大切さを再認識し

た。皆さんそれぞれ同じような悩みを抱えてい

ることがわかり、今後のボランティアへの取り組

みに参考になった。といったコメントもいただき

ました。 ました。今後の

課題として、ユマ

ニチュード：フラ

ンス発祥のケア

の技法 「見る 」

「話す」「触れる」

「立つ」基本動作

を大切にする 

ター活動を理解していただくとともに、参加者の

仲間づくりを推進することです。まず、拓殖大学

名誉教授有馬廣實様に「コーディネーターの基

礎知識と役割」について基本となる講演をいた

だき、続いて「センター元気のコーディネータ

ー」についてのビデオ視聴やパワーポイントを

駆使した説明で学んでいただきました。受講者

はコーディネートの理論から実践に至る説明に

興味を持たれた様子でした。その後、センター

元気の登録ボランティアによる楽しい演技披露

（腹話術）やボランティアを受け入れる施設側の

お話し、そしてその両者を結びつけるセンター

元気のコーディネーターの経験談があり、 
 

（腹話術）やボランティアを受け入れる施設側

のお話し、そしてその両者を結びつけるセンタ

ー元気のコーディネーターの経験談があり、こ

こまでの前半 3回でコーディネーターの役割を

ほぼ理解していただけたものと思います。 

3 回までの講座を通して受講者の皆さんは

仲間意識、友情も芽生え始めております。残り

の講座は今後の打合せによりどうするか判断

することとなりますが、一番重要となる新しく仲

間としてお迎えする講座が残っており、出来る

だけ早くお迎えできるよう再企画したいと思っ

ています。 

                               磯 貞夫 記 

 
                             

第3回を持ちまして中止

する事といたしました。

当講座の主な狙いは、

受講者に八王子センタ

ー元気のコーディネー

ター活動を理解してい

ただくとともに、参加者

の仲間づくりを推進する

ことです。 

第 17 回ｼﾆｱ元気塾ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ養成講座受講者 
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昨年の 4月から八王子センター元気開拓部門に所属して活動しています。開拓部門では、歌や踊

り、楽器演奏、演芸などができる「技能ボランティア」をセンター元気に登録し、登録

ボランティアの活動先を開拓する活動を行っています。初心者の私は、先輩の方々

に色々教えていただきながら、同期の仲間とも一緒に高齢者施設等を訪問して、八

王子センター元気の活動内容を紹介し利用施設を開拓する活動をしています。一

方、私は新舞踊を踊りますのでハーモニカや大正琴、尺八、ウクレレ、オカリナ等の

演奏が出来る人達と一緒に「キラキラ星」という会を作って施設などを訪問しボランテ

ィア活動も行っており、多くの利用者の皆様に喜ばれています。また、サークル活動

「つくし会」という踊りの会もやっていますので、今後も幅広いボランティア活動をやっ

ていきたいと思っています。今後とも八王子センター元気の皆さんと楽しく活動していきたいと思います

のでよろしくお願いします。                                     菊地 満子 記 
 
センター元気に入って今の私がこうして趣味のフルート演奏を活かしたボランティア活動ができるの

も、第 20回オトパの八王子センター元気ブースでの健康音楽講師・伊藤涼子先生を

きっかけに、数多くの素敵な方々とのご縁が広がった事であると、心から感謝しておりま

す。また、八王子センター元気主催の健康音楽講座（第 4期）では延べ 30回を超える

高齢者施設様への訪問ボランティアに同行させていただき、修行を積ませていただく

中から、ボランティストとしての心構え・大切にすべき事柄・触れ合い方等々、現場体験

を通して学ばせていただきました。今後は、いただいたご恩に報いることが出来ますよ

う、組織での活動、及び音楽（歌・演奏・お話）を通して、利用者様に喜んでいただけま

すと同時に私自身も喜びを分けていただき、お互いにWIN-WINの関係が出来る様な

ボランティア活動を目指し、今後も研鑽に勉めたいと考えておりますのでよろしくお願いいたします。 

                                              須藤 誠 記                                                                                                        
 
ふと目にした市の広報のボランティアポイント制度の説明会に出席、それからは，流れ作業の如く開

講される講座、気が付けばコーディネーターとなり、しっかり八王子センター元気の一員

となって居ました。35年以上住み慣れた中央区から転居して 2年半、なじみの薄い八

王子市で夫や私がこれから老いてゆく中、どのような施設があり何処で適正な介護が受

けられるか知りたくて始めたボランティア活動でした。その意識が前向きに変化したの

は、昨年 10月頃から思い切って引き受けた事務所当番からでした。事務所に来られる

先輩の方々が一様に溌剌として手際よく仕事をこなし施設側の要望に迅速に対応して

いる姿が、八王子センター元気がボランティア団体として長く存続している所以だと気

付かされたからです。これからも微力乍らボランティア活動を自分自身の向上と活力を得る為にも長く続

けて行きたいと思う日々です。                                    髙橋 千重 記 
 
時間に余裕が出来たので何かしようと思っていた。たまたま友人が傾聴ボランティアをやっていると聞

き、どんなことをするのだろう私にも出来るだろか？と思っていた折、傾聴ボランティア養成講座があり申

し込んだ所が「八王子センター元気」でした。それがきっかけでボランティア入門講座、

コーディネーター養成講座も受講しました。活動の場が広く沢山ある事も理解出来、や

っと一歩踏み出したとろです。八王子センタ一元気では、傾聴スキルアツプ講座や技能

養成講座もありまだまだ勉強する事が多くあります。凄いと思う事は素晴らしい技能を持

っている方が講師になり仲間の技術向上の為に指導して下さる事です。顔見知りの方

が増え分からないことは優しく教えて下さり心強いです。少しずつですが健康維持を兼

ね自分の為にも、また必要とされる方々の為に喜んでいただけるボランティアが出来た

らと“今自分が出来る事”を無理なく続けたいと思います。居場所を見つけたよう気がします。 

                                   徳村 ふみ子 記  

センター元気に入って・・・そして思うこと 
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京王線北野駅南口から徒歩 2 分、大きなビ
ルの入り口のセキュリティを通ってエレベータ
ーで 3 階です。八王子センター元気からのボ
ランティアは健康音楽、手芸、折り紙、絵手紙
などです。毎月第 2 木曜日は絵手紙が活動し
ています。約 20 名の利用者様には、季節を
感じる題材で描いていただいています。はじ

めは難しいと言
いながらも顔彩
で色を 付けるこ
ろには、個性あ
ふれる力作の出
来 上 が り で す 。
「ナス」が題材の
時、どこかで「モ

グラを描いているの？」の声に「ナスだよ！」と
笑い声、リラックスして楽しんでいただいてい
るようです。

健康音楽は毎月 2 回 3 つのグループが交
代で活動しています。四季を感じる懐かしい
童謡、歌謡曲などを楽しいトークを交えながら

一緒に唄います。脳トレと手足、身体を使って
の楽しい時間です。利用者さんの半分くらい
は男性です。いつも盛り上がり、会場は笑顔
に包まれます。終わってお一人ずつと握手す
るときには「楽し
かった」「また来
て下さいね」と笑
顔で声をかけて
いただき、ボラン
ティアをしてよか
っ た 、 ま た が ん
ば ろ う と 思 い ま
す。 スタッフさんも利用者の方々に寄り添
い、行き届いた気遣いをされています。

アイムデイサービスセンター北野は３月い
っぱいで南大沢に引っ越しです。４月１日から
本社（八王子市南大沢）と統合し、アイムデイ
サービスセンターとなります。新しい施設で
又、皆様とお会いできると嬉しいです。        

三沢 道子 記

     

第１７回 傾聴ボランティア養成講座 受講生募集中

開催日：2020 年 5 月 26 日～7月 9日（全 7回、午後 1時～4時（3，4回目は午前 10 時）

会場：八王子市子安市民センター 3階 会議室

講師：心理カウンセラー 伊藤 憲彦氏

資料代：1200 円（初日に受付でお支払いください）

応募締め切り：5月 7日（定員 60名、応募多数の場合抽選）

第 1回 5月 26 日（火）傾聴の基本理論（１）

第 2回 6月 2日（火）傾聴の基本理論（２）

第 3回 6月 9日（火）午前：認知症サポーター養成講座、午後：認知症スキルアップ講座

第 4回 6月 15 日（月）午前：車いす試乗体験、午後：傾聴基本実習（ロールプレイング）

第 5回 6月 23 日（火）高齢者施設における現場実習①

第 6回 6月 30 日（火）高齢者施設における現場実習②

第 7回 7月 7日（火）現場実習体験報告 講師による助言指導  修了式

申込方法：電話または FAX で（氏名（ふりがな）、住所、年齢、電話番号を記入）

申込先：八王子センター元気（TEL&FAX：042-627-9179）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、3月度定例会は中止、その他 3月末までの各種
イベントも中止又は延期いたします。4月以降の予定についても状況に応じて中止や変更さ
せていただく場合がありますので予めご了承ください。
ご不明な点は八王子センター元気（042-627-9179）へお問い合わせください。

・4月 21日（火）定例会（子安市民センター）
・5月 21日（木）第 8回拓け！センター元気（八王子市芸術文化会館いちょうホール）
・5月 26日（火）第 17回傾聴ボランティア養成講座開講（子安市民センター）

アイムデイサービスセンター北野


